
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
い
つ
で
も
視
聴
！

セ
ミ
ナ
ー
の
視
聴
に
は
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
ご
視
聴
を
ご
希
望
の
方
は
総
社
商
工
会
議
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
ま
た
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

総
社
商
工
会
議
所
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー

そ
う
じ
ゃ
商
工
ニ
ュ
ー
ス

情
報
発
信
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
●
商
工
ニ
ュ
ー
ス
は
毎
月
１
日
・
15
日
発
行
で
す
。
会
社
PR
・
求
人
募
集
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
●
お
問
合
わ
せ　
総
社
商
工
会
議
所
☎
（
０
８
６
６
）
９
２
ー
１
１
２
２

総社商工会議所 検索
TwitterHP

IP電話（050）3540-9133

https://soja-cci.sakura.ne.jp/cci/

--
月

新社会人を激励
新卒就職者歓迎研修会開催
販路開拓や環境整備に
補助金・助成金情報2

１

（1）　令和7年5月1日 総 社 商 工 会 議 所 会 報 第715号

歌
さ
ん
が
、
新
入
社
員
に
向
け
て

励
ま
し
を
含
め
体
験
文
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

第
２
部
研
修
会
で
は
、
コ
ォ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱ 

窪
田
司
氏
よ

り
「
適
正
に
と
ら
わ
れ
ず
に
活
躍

す
る
社
会
人
に
な
る
方
法
」
と
題

し
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
な
が
ら
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。
始
め
は
新
入
社
員
に
緊
張

の
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
研

修
が
進
む
に
つ
れ
て
和
や
か
な
様

子
と
な
り
次
第
に
笑
顔
も
見
ら
れ
、

同
じ
テ
ー
ブ
ル
・
グ
ル
ー
プ
内
で

交
流
を
深
め
な
が
ら
活
躍
す
る
社

会
人
に
な
る
た
め
の
方
法
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
を
通
じ
て
、
新
入

社
員
の
希
望
に
満
ち
た
様
子
か
ら
、

総
社
地
域
を
発
展
さ
せ
て
い
く
力

強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
贈
ら
れ
た
産
業
振
興
基

金
は
歴
代
５
名
の
会
頭
か
ら
の
寄

付
金
を
基
金
と
す
る
も
の
で
、
地

域
の
発
展
・
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

企
業
や
団
体
、
ま
た
当
商
工
会
議

所
運
営
へ
功
績
が
あ
っ
た
方
を
表

彰
す
る
こ
と
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

去
る
３
月
24
日
（
月
）、
サ
ン
ト
ピ
ア
岡
山
総
社
に
お
い
て
、
総
社
商

工
会
議
所
第
１
２
５
回
通
常
議
員
総
会
が
役
員
・
議
員
54
名
（
う
ち
委
任

状
11
名
）
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
社
地
区
雇
用
開
発
協
会
（
事
務
局
：
当
商
工
会
議
所
）
で
は
総
社
市
・

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
総
社
の
協
力
の
も
と
、
３
月
15
日
（
土
）
天
満
屋
倉
敷
店

６
F
会
議
室
に
お
い
て
「
就
職
を
考
え
る
！
高
校
生
の
た
め
の
就
活
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

去
る
４
月
11
日
（
金
）、
サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路
に
お
い
て
、
今
春
高
校
・

大
学
等
を
卒
業
し
、
市
内
20
の
事
業
所
に
就
職
し
た
90
名
の
新
入
社
員
を

歓
迎
激
励
す
る
、「
令
和
７
年
度
新
卒
就
職
者
歓
迎
研
修
会
」
が
同
実
行

委
員
会
（
当
商
工
会
議
所
な
ど
５
団
体
）
主
催
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
清
水
男
会
頭
よ
り
、
後

に
行
わ
れ
る
日
本
商
工
会
議
所
会

頭
永
年
勤
続
表
彰
並
び
に
、
当
商

工
会
議
所
産
業
振
興
基
金
表
彰
に

触
れ
、
受
賞
者
に
対
し
長
年
に
わ

た
る
会
議
所
活
動
へ
の
支
援
に
感

謝
を
述
べ
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
に
お
い
て
は
令
和
７
年
度
事

業
計
画
書
（
案
）、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
収
支
予
算
書
（
案
）
に

つ
い
て
一
括
審
議
さ
れ
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
研
修
で
は
、
㈱
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
倉
敷
支
店
長 

森

田
秀
樹
氏
を
迎
え
、「
Ｍ
&
Ａ
の

実
情
と
留
意
点
」
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
の
席
上
に
て
、
日
本
商
工

会
議
所
会
頭
永
年
勤
続
（
役
員
・

議
員
と
し
て
20
年
以
上
）
表
彰
の

伝
達
と
、
第
18
回
総
社
商
工
会
議

所
産
業
振
興
基
金
表
彰
が
行
わ
れ
、

７
名
の
役
員
・
議
員
が
受
賞
、
清

水
会
頭
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が

令
和
７
年
度
事
業
計
画・予
算
を
決
定

第
１
２
５
回
通
常
議
員
総
会
開
催

◉
令
和
７
年
度
活
動
指
針 

①
会
員
企
業
及
び
地
区
内
企
業
が

発
展
す
る
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
企
業
を
応
援
し
、
総
社

市
の
発
展
を
経
済
面
か
ら
支
え

ま
す
。

②
「
気
軽
な
相
談
窓
口
」
と
し
て
、

会
員
企
業
が
抱
え
る
困
り
ご
と

を
把
握
し
解
消
す
る
た
め
に
活

動
し
ま
す
。

③
組
織
の
強
み
で
あ
る
「
つ
な
ぐ

力
」
を
活
か
し
、
明
る
い
総
社

の
未
来
を
創
造
し
な
が
ら
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

④
個
社
支
援
・
面
的
支
援
に
よ
る

「
企
業
支
援
」
と
「
地
域
活
性
化
」

が
連
動
す
る
「
総
合
的
支
援
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

役
員
・
議
員
７
名
を
表
彰

　
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

　
総
社
商
工
会
議
所
産
業
振
興
基
金
表
彰

《 

表  

彰  

者 

》

（
株
）共
立
精
機　

代
表
取
締
役
社
長　

 

石
黒　

和
之
氏
（
副
会
頭
）

秋
山
・
川
西（
税
）　

代
表
社
員　

 

秋
山　
　

伸
氏
（
監　

事
）

（
有
）ベ
ニ
ヤ　

取
締
役　

 

古
市　

昌
司
氏
（
常
議
員
）

（
有
）角
井
杭
木
店　

代
表
取
締
役　

 

角
井　

健
二
氏
（
議　

員
）

（
株
）赤
木
製
畳　

会
長　

 

赤
木　
　

功
氏
（
議　

員
）

（
有
）小
川
製
作
所　

代
表
取
締
役　

 

小
川
晃
一
郎
氏
（
議　

員
）

（
株
）山
谷
商
会　

代
表
取
締
役　

 

山
谷　

晴
一
氏
（
議　

員
）

謝辞を述べる石黒副会頭（写真左）と表彰者の皆様
（左から秋山氏、角井氏、小川氏、古市氏、山谷氏）

　

近
年
、
就
職
者
の
４
割
が
３
年

以
内
に
離
職
し
て
い
る
と
の
デ
ー

タ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
就
職
前
後

で
の
認
識
の
齟
齬
を
な
く
す
こ
と
、

総
社
市
内
の
企
業
を
知
り
、
１
人

で
も
多
く
の
方
が
市
内
の
企
業
に

就
職
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
高
校
生
11
名
と
保
護

者
７
名
、
さ
ら
に
進
路
指
導
の
高

校
教
諭
11
名
が
参
加
し
、
ミ
ニ
セ

ミ
ナ
ー
と
座
談
会
の
二
部
構
成
で

行
い
、
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
講
師

の
コ
ォ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱
窪
田

司
氏
か
ら
「
就
職
し
て
か
ら
“
こ

ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
”
と
な

ら
な
い
た
め
に
」
と
題
し
て
話
が

あ
り
、
続
く
“
先
輩
若
手
社
員
と

の
座
談
会
”
で
は
就
職
の
決
め
手

や
就
活
の
際
に
悩
ん
だ
こ
と
、
こ

れ
か
ら
就
活
を
始
め
る
学
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、「
家
か
ら

　

式
典
で
は
、
始
め
に
主
催
者

を
代
表
し
て
、
片
岡
聡
一
総
社
市

長
よ
り
「
沢
山
の
こ
と
を
経
験

し
乗
り
越
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人

に
愛
さ
れ
る
人
間
に
な
っ
て
下
さ

い
」、
ま
た
、
清
水
男
総
社
地
区

雇
用
開
発
協
会
会
長
（
商
工
会
議

所
会
頭
）　

は
「
社
会
情
勢
が
厳

し
い
中
、
企
業
が
生
き
残
っ
て
い

く
た
め
に
は
皆
様
の
力
が
必
要
で

す
。
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
頑
張
っ

て
下
さ
い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
新
し
い
顔
を
迎
え
入
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
応
え
て
、
新
入

社
員
を
代
表
し
て
吉
備
信
用
金
庫 

西
山
真
由
さ
ん
が
「
一
日
も
早
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
慣
れ
、
仕
事

に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
よ
り
就
職
し

た
先
輩
社
員
か
ら
職
場
で
の
体
験

文
を
募
集
し
62
編
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
10
編
が
優
秀
賞
と

し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
上

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
代
表
で
総

社
市
消
防
署 

谷
口
愛
斗
さ
ん
が

表
彰
状
を
受
け
と
り
ま
し
た
。
続

い
て
、
い
じ
り
の
認
定
こ
ど
も
園 

渡
邉
那
月
さ
ん
と
、
㈱
総
社
カ
イ

タ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー 

土
肥
愛

高
校
生
に
向
け
て
総
社
市
内
の
企
業
を
Ｐ
Ｒ

新
社
会
人
90
名
を
激
励
!!

第
３
回
高
校
生
の
た
め
の
就
活
フ
ェ
ア

新
卒
就
職
者
歓
迎
研
修
会
を
開
催

近
く
通
勤
時
間
が
短
い
た
め
自

分
の
時
間
が
長
く
使
え
る
」「
友

達
が
近
く
に
い
る
の
で
大
き
な

環
境
変
化
が
な
い
」「
一
生
の
仕

事
だ
か
ら
家
族
と
よ
く
話
を
し

て
決
め
た
ら
」「
気
楽
な
気
持
ち

で
自
分
に
合
っ
た
仕
事
か
ど
う
か

考
え
て
み
た
ら
」
な
ど
リ
ア
ル
な

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
終
了
後
に
は
、
就
活
フ
ェ

ア
に
参
加
し
た
企
業
へ
個
別
に

質
問
が
で
き
る
よ
う
個
別
ブ
ー

ス
を
設
け
、
気
に
な
る
こ
と
な

ど
熱
心
に
質
問
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
の
継
続
開
催
に
よ
り
、

着
実
に
成
果
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

● 

報
酬
と
い
い
会
社
と
の
相
関
関
係
は
な
く
、
い
か
に
仕
事
を
楽

し
め
る
か
が
カ
ギ
。

● 

就
職
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
就
職
を
し
て
い
か
に
幸
せ
に
過
ご

せ
る
か
が
大
事
。

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
の
ポ
イ
ン
ト

座談会で就活の経験を話す若手社員

ミニセミナーの様子

研修の様子

職場体験文入賞者

職場体験文を発表する
土肥さん

新入社員を代表して謝辞を行う西山さん

写
真
右
よ
り

ワ
タ
ナ
ベ
工
業
㈱
　	

小
宮
　
　
悠
さ
ん

吉
備
信
用
金
庫	

近
藤
ゆ
ひ
の
さ
ん

土
井
建
設
㈱	

鷲
見
哉
久
楽
さ
ん

㈱
ア
ス
テ
ア	

平
田
　
叶
琉
さ
ん

● 

社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
考
え
方

　

•
社
会
に
出
て
活
躍
す
る
た
め
に
は
適
性
（
性
格
な
ど
）
よ
り
も
前

　
　

向
き
で
あ
る
か
が
重
要

　

•
自
分
に
合
う
職
業
を
探
す
よ
り
職
業
に
合
う
よ
う
な
自
分
に
成
長

　
　

す
る
（
ジ
ョ
ブ
ク
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
）

　
　
　

⇒

働
く
人
が
自
ら
仕
事
を
再
定
義
し
て
、
仕
事
を
や
り
が
い
の

　
　
　
　

あ
る
も
の
へ
と
変
え
る
事

研
修
会
の
ポ
イ
ン
ト

総
社
市
立
い
じ
り
の
認
定
こ
ど
も
園

 
 

渡
邉　

那
月

岡
山
指
月
㈱ 

 

難
波　

優
愛

㈱
総
社
カ
イ
タ
ッ
ク
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

 
 

土
肥　

愛
歌

吉
備
信
用
金
庫 

 

安
東　

稚
夏

吉
備
信
用
金
庫 

 

佐
々
木
陽
菜
乃

吉
備
信
用
金
庫 

 

山
本　

未
来

サ
ン
コ
ー
印
刷
㈱ 

 

川
田　

彩
乃

総
社
市
消
防
署 

 

谷
口　

愛
斗

総
社
市
役
所 

 

福
井　

彩
音

総
社
市
立
三
須
幼
稚
園

 
 

本
行　

真
子

（
事
業
所
50
音
順
・
敬
称
略
）

◉
優
秀
賞
の
受
賞
者
は

　

次
の
と
お
り



YouTube
チャンネル

ｗｅｂサイト

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
で
も
配
信
中
！

そ
う
じ
ゃ
の
ミ
ラ
イ

パ
ン
＆
グ
ル
メ
わ
ー
る
ど
総
社
マ
ッ
プ
総
社
商
工
会
議
所
で
運
用
し
て
い
る
マ
ッ
プ
で
す
。

総
社
市
の
パ
ン
・
ケ
ー
キ
店
、飲
食
店
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

総 社 商 工 会 議 所 会 報令和7年5月1日 第715号　（2）

専門家と共に申請をサポート!!  補助金・助成金情報

補助金・助成金情報

＜令和７年４月16日時点＞

□ 小規模事業者持続化補助金 □ 働き方改革推進支援助成金 ＜労働時間短縮・年休促進支援コース＞
　小規模事業者等の生産性向上と持続的発展を図ることを
目的に、持続的な経営に向けた経営計画に基づく販路開拓等
の取組に要する経費の一部を補助するものです。

　生産性を向上させ、労働時間の削減や年次有給休暇の促進に向けた環境整備に取
り組む中小企業事業主の皆さまを支援するものです。

● 補助対象者　
従業員数が、商業・サービス業（宿泊業、娯楽業を除く）の場合5人
以下、製造業またはそれ以外の業種の場合20人以下である事業者 

● 対象経費　　
機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費※など
※ウェブサイト関連費は補助金交付申請額の1/4 を上限とします  

● 補助率・補助上限
【一般型通常枠】２／３･ 50万円　　【創業型】 ２／３･ 200万円 
（一般型通常枠・創業型ともに特例活用で最大250万円) 

● 申請期間　2025年５月１日（木）～６月13日（金）（予定） 

従業員数が、商業・サービス業（宿泊業、娯楽業を除
く）の場合5人以下、製造業またはそれ以外の業種の場
合20人以下である事業者
機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費※など
※ウェブサイト関連費は補助金交付申請額の1/4 を上限とし
ます
【通常枠】２／３･ 50万円　【創業型】 ２／３･ 200万円 
（通常枠・創業型ともに特例活用で最大250万円）
2025年５月１日（木）～６月13日（金）（予定）

● 対象要件 • 時間外労働や休日労働の時間を減らす場合
•年次有給休暇の計画的付与制度を導入する場合
•時間単位の年次有給休暇制の導入、かつ新たな特別休暇の導入をする場合

● 助成対象の取組 • 人材確保に向けた取組　　 •労務管理用機器の導入、更新
•労働能率の増進に資する設備、機器などの導入、更新　など

ご希望の方は左下の
専門家無料相談をご活用ください

成果目標 達成すべき内容 補助率・経費助成上限額

1. 時間外労働・
　 休日労働の削減

1）36 協定で合計時間数を月 60 時間以下に設定 
2）36 協定で合計時間数を月 60 時間超 80 時間
　以下に設定

３／４・
1）100 万～ 150 万円
2）50 万円

2. 年次有給休暇の
　 計画的付与の導入 就業規則への記載 ３／４・25 万円

3. 時間単位の年次有給休暇
　 または特別休暇の導入 就業規則への記載 ３／４・25 万円

グループに別れてビジネスマナーを学ぶ

吉備津神社について説明を受ける参加者

展示について解説を受ける様子

　
４
月
４
日
（
金
）、
総
社
商
工
会

館
４
０
１
会
議
室
に
お
い
て
、
新

入
社
員
や
入
社
ま
も
な
い
方
向
け

「
学
生
か
ら
社
会
人
へ
意
識
変
革
を

促
す
！
」
と
題
し
た
社
会
人
基
礎

力
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
㈱　
和
田
有
希
子
氏
を

迎
え
、当
日
は
５
社
９
名
が
参
加
。

社
会
人
と
し
て
の
基
本
的
な
心
構

え
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

受
講
生
は
、
社
会
人
と
し
て

の
自
覚
や
責
任
の
重
要
性
に
触

れ
、
学
生
時
代
と
の
違
い
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
第
一
印
象
を
左
右
す
る
挨
拶

や
身
だ
し
な
み
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
形
式
で
実
践

的
に
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
電
話

応
対
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
場
面
を
想
定
し
な
が
ら
対
応
方

　

春
休
み
に
入
っ
た
３
月
26
日

（
水
）、
総
社
市
内
の
小
学
４
～
６

年
生
と
保
護
者
14
名
で
、
吉
備
津

神
社
の
鳴
釜
神
事
体
験
と
岡
山
後

楽
園
の
正
面
に
あ
る
岡
山
県
立
博

物
館
の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

　

吉
備
津
神
社
で
は
、
ま
ず
学
業

成
就
の
ご
祈
祷
を
受
け
、
そ
の
後
、

神
社
の
方
よ
り
国
宝
の
本
殿
拝
殿

の
説
明
を
受
け
た
他
、
御
釜
殿
に

移
動
し
温
羅
伝
説
に
ま
つ
わ
る
鳴

釜
神
事
を
初
め
て
体
験
し
ま
し
た
。

　

続
く
、
県
立
博
物
館
で
は
、
内

池
英
樹
副
館
長
か
ら
博
物
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
遺
物
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
本
物
の
遺
物

を
間
近
に
見
な
が
ら
、
解
説
を
一

生
懸
命
に
聞
い
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

本
事
業
は
、
県
立
博
物
館
が
近

場
に
あ
る
の
に
訪
れ
る
機
会
が
少

な
い
子
ど
も
た
ち
に
、「
ど
ん
な
施

設
か
見
て
も
ら
い
、
岡
山
の
歴
史

を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
か

ら
企
画
。
親
子
で
春
休
み
の
思
い

出
づ
く
り
が
で
き
た
こ
と
、
ま
た
、

県
立
博
物
館
と
い
う
施
設
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
た
こ
と
が
大
き

な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

※【
県
立
博
物
館
を
誘
致
す
る
会
】
と

は
…
…

　
　

平
成
12
年
３
月
に
設
立
、
総
社

市
な
ど
総
社
圏
域
の
官
民
20
団
体

で
構
成
さ
れ
、
県
立
博
物
館
の
誘

致
を
促
進
し
、
吉
備
路
の
歴
史
的

遺
産
の
保
護
と
総
社
圏
域
並
び
に

岡
山
県
の
文
化
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
誘
致
活
動
を
続
け

て
い
る
団
体
で
す
。

　

２
月
17
日
（
月
）
か
ら
３
月
10

日
（
月
）
の
期
間
、
当
商
工
会
議

所
と
総
社
青
色
申
告
会
が
合
同

で
、「
令
和
６
年
分
青
色
決
算
申
告

個
別
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
社
商
工
会
館
１
０
１
会
議
室
を

会
場
に
、
会
員
事
業
所
限
定
で
開

催
し
、
税
理
士
の
先
生
と
当
商
工

会
議
所
の
職
員
が
相
談
対
応
に
あ

た
り
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
、
事
前
（
１
月
22

日
～
２
月
14
日
）
の
パ
ソ
コ
ン
会

計
相
談
会
を
開
き
、
会
計
ソ
フ
ト

へ
の
入
力
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い

る
か
、
ま
た
確
定
申
告
を
前
に
気

を
つ
け
る
点
は
な
い
か
な
ど
事
前

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
相
談
会
で
は
、
事
前
相

談
会
を
開
催
し
た
こ
と
、
ま
た
、

昨
年
と
比
べe-tax

で
の
電
子
申

告
を
す
る
方
が
増
加
し
た
こ
と
も

あ
り
ス
ム
ー
ズ
に
申
告
相
談
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
傾
向
と
し
て
、
事
業
者

か
ら
令
和
5
年
よ
り
始
ま
っ
た
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
る
消
費
税
の

申
告
や
、
定
額
減
税
に
つ
い
て
の

質
問
が
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

申
告
対
応
件
数
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

法
を
学
び
、「
報
・
連
・
相
」
の

基
本
を
通
じ
て
上
司
と
の
円
滑
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

や
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
具
体

的
な
進
め
方
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　
受
講
生
か
ら
は
「
社
会
人
と
し

て
の
意
識
が
高
ま
っ
た
」
と
の
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
有
意
義
な
学

び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

試　験　日▶6月22日（日）
募集受付期間▶5月２日(金)～5月20日(火)まで
試 験 会 場▶総社商工会館
受験料（税込）▶

申 込 方 法▶当会議所の窓口で受験申込書に
　　　　　　受験料を添えてお申込みください。

試 験 日▶6月8日（日）
受 付 中▶～5月11日（日）まで
試 験 会 場▶総社商工会館
受験料（税込）▶１級 8，80０円
　　　　　　　　２級 5，50０円
　　　　　　　　３級 3，30０円
申 込 方 法▶ネット申込のみとなります。
　　　　　　　　 左記QRより
　　　　　　　　お申込みください。

●お問合わせ・お申込み　総社商工会議所●
☎０８６６－９２－１１２２

珠算・暗算・段位認定試験珠算・暗算・段位認定試験
脳への刺激で集中力や忍耐力,記憶力がアップ！

簿記検定試験簿記検定試験
全ての社会人にお勧めの基礎知識！

珠算能力検定試験 
 
 
 
暗算検定試験 
 
段位認定試験  
  
  

 １級 ２，80０円 準１級 ２，40０円
 ２級 2，00０円 準２級 １，90０円
 ３級 １，80０円 準３級 １，50０円
 ４～６級 １，20０円
 １～3級 １，20０円 4級 １，10０円
 準１～準３級 １，20０円
  3，50０円 (珠算・暗算両方とも受験)
  3，00０円 (珠算のみ)
  １，50０円 (暗算のみ)

日本商工会議所検定試験のご案内(2025年6月)

なんでも経営相談日
6月23日㈪相談員：中小企業診断士

柚木　佑佳 氏 7月28日㈪相談員：経営コンサルタント
　　　　　近藤　浩幸 氏

税経・事業承継相談日
6月5日㈭、19日㈭
7月3日㈭、17日㈭

税務、事業
承継に関して 雇用相談日

6月19日㈭・7月17日㈭

就業規則、労働
保険に関して

6月27日㈮・7月25日㈮ 6月20日㈮・7月18日㈮

事業の悩みについてお気軽に
なんでも相談できます。

税理士の

特許商標相談日特許、著作権
に関して

弁理士の

社労士の

法律相談日債権回収、相続等
法律に関して

弁護士の

IT個別相談日
希望者により随時開催中

IT導入・補助金
に関して ＩＴコーディネー

タの

法人登記相談日定款や法人成り
に関して 司法書士

の

無 料 相 談 日 予約制
6月・7月

5月相談日もお問合わせください　☎０８６６－９２－１１２２

事業所名 住　所 業　種

あいおいニッセイ同和損害保険(株)
岡山支店　倉敷支社

倉敷市白楽町 損害保険業

(同)そうじゃバード 総社市中央 情報通信・ＩＴ

コーナー!!コーナー!!新入会員さん 介紹

令和６年分 青色決算・確定申告相談
書面 電子申告 総数

所得税申告書 6件 296件 302件

消費税申告書 2件 97件 99件

県
立
博
物
館
を
誘
致
す
る
会
が
開
催

吉
備
津
神
社“
鳴
釜
神
事
”体
験 

＆“
岡
山
県
立
博
物
館
”見
学
ツ
ア
ー

（R7年4月入会）

事
前
パ
ソ
コ
ン
相
談
会
で
ス
ム
ー
ズ
に

新
入
社
員
に
向
け
て
社
会
人
へ
の
意
識
変
革
を
促
す

青
色
決
算
申
告
個
別
相
談
会 

終
了

社
会
人
基
礎
力
養
成
講
座

助
成
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
下
記
Ｑ
Ｒ　

「
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼

持
続
化
補
助
金
≪
一
般
型
通
常
枠
≫
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼


